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藤田　早紀

件名: FW: 8月20日 JPEC デイリーニュース(4268-4274)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

8月20日 JPEC デイリーニュース(4268-4274) 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

=世界のメディアからデイリーに最新情報をご紹介しております= 

 （オリジナル記事は各記事末のhttpのリンクでご参照ください） 

*********************************************************************** 

【本日の紹介記事】 

4268 経済産業省、SAF・バイオ燃料の導入拡大と次世代燃料政策を具体化＜エネルギー政策＞ 

4269 中国化学工程集団、インドネシア石炭由来メタノール事業でFEED契約・EPCC枠組み協定＜企業動

向＞ 

4270 Gevo、サウスダコタ州Lake Preston SAF計画を中止し、ノースダコタ州へ集中＜企業動向＞ 

4271 ACWA Powerほか、サウジのNEOMグリーン水素プロジェクトが建設最終段階、試運転開始＜水素

関連＞ 

4272 韓国南東電力、韓国西部Saemangeum第3区域で韓国初の「太陽光－グリーン水素－水素発電」の開

発へ＜水素関連＞ 

4273 P2X Solutions・avanca/Alternoil、合成メタンを道路輸送用燃料として供給する⾧期契約を締結＜

合成燃料＞ 

4274 英国運輸省、ZEV義務制度の見直しに向け、意見募集を開始＜自動車関連＞ 

*********************************************************************** 

 

4268 

経済産業省、SAF・バイオ燃料の導入拡大と次世代燃料政策を具体化＜エネルギー政策＞ 

 

経済産業省は、8月17日に資源・燃料分科会 脱炭素燃料政策小委員会を開催し、航空・自動車分野の 

脱炭素化とエネルギー安定供給の強化に向け、SAFやバイオエタノールなど次世代燃料の導入拡大策を 

示した。SAFについては、2030年度から供給義務をジェット燃料供給量(注)の1％で開始し、その後 

段階的に5％まで引き上げる案を検討する。ガソリンでは、2028年度下期をめどにエタノールを最大 

10％混合した燃料を一部地域で先行導入し、2040年度からは最大20％への混合率拡大を目指す。 

あわせて、2050年を見据えた液体燃料の需要と次世代燃料の供給量を試算し、製油所や物流への影響も 

踏まえながら、2028年度以降の新たな導入目標や制度設計を検討していく方針である。 

注 ジェット燃料供給量は、国際線への給油量の上位7空港における国際線 (旅客便及び貨物便)向けの 

供給量とする。 

 

(1)2026年8月17日、経済産業省、第23回 資源・燃料分科会 脱炭素燃料政策小委員会 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shigen_nenryo/nenryo_seisaku/023.html 
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資料3 持続可能な航空燃料 (SAF)に関する取組の現状 (全12ページ) 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shigen_nenryo/nenryo_seisaku/pdf/023_03_00.pdf 

資料4 ガソリンへのバイオエタノール導入拡大に向けた取組について (全48ページ) 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shigen_nenryo/nenryo_seisaku/pdf/023_04_00.pdf 

資料5 次世代燃料の導入拡大策について (全8ページ) 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shigen_nenryo/nenryo_seisaku/pdf/023_05_00.pdf 

録画 (約2時間) 

https://www.youtube.com/live/KFReb5QZmiE?t=512s 

 

 

4269 

中国化学工程集団、インドネシア石炭由来メタノール事業でFEED契約・EPCC枠組み協定＜企業動向＞ 

 

中国化学工程集団は、7月29日、インドネシアのPT Bumi Etam Chemical (BEC)が東カリマンタン州で 

計画している石炭ガス化メタノールプロジェクトについて、PT Istana Karang Laut (IKL)と 

コンソーシアムを組んでFEED (基本設計)契約およびEPCC (設計・調達・建設・試運転)枠組み協定を 

締結した。総事業費は23億ドルで、年間200万トンのメタノール生産を計画する。同プロジェクトは、 

インドネシア政府の国家戦略プロジェクト (PSN)に指定されており、BECによればインドネシアおよび 

東南アジア初の石炭由来メタノールプロジェクトで、2030年の全面操業を目標としている。同国は現在、 

メタノール需要の68％を輸入に依存しており、2025年の輸入量は130万トン、外貨流出額は約4億ドルに 

上る。今回のプロジェクトは、こうした輸入の一部を代替するとともに、余剰分は輸出も見込んでいる。 

 

(1)2026年8月4日、化工头条 

https://news.chemnet.com/toutiao/detail-77145.html 

(2)2026年8月4日、国复咨询 

https://news.goalfore.cn/topstories/detail/96762.html 

(3)2026年7月29日、ANTARA News Agency 

https://en.antaranews.com/news/424479/indonesia-records-us23-billion-coal-to-methanol-

investment 

(4)2026年7月30日、Hydrocarbon Processing 

https://www.hydrocarbonprocessing.com/news/2026/07/bumi-etam-chemical-signs-feed-and-

epcc-contracts-for-23-b-coal-to-methanol-project-in-indonesia/ 

(5)2026年8月4日、氢能俱乐部 (WeChat) 

https://mp.weixin.qq.com/s/FVhWyQl6M0W3JqE3u2lEjw 

参考 PT Bumi Etam Chemical (BEC)社のWebサイト 

https://www.bumietamchemical.com/ 

参考 中国化学工程集団のWebサイト 

https://www.cncec.cn/ 
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Gevo、サウスダコタ州Lake Preston SAF計画を中止し、ノースダコタ州へ集中＜企業動向＞ 

 

米国のGevoは、サウスダコタ州Lake Prestonで計画していたSAF製造プロジェクト"ATJ-60"を正式に 

中止した。同社は、ノースダコタ州の拠点が成⾧戦略の中核としてより優れていると判断し、経営資源と 

投資を同拠点へ集中する方針を示した。ノースダコタ州の拠点は、稼働中のCO2回収・貯留設備 (CCS)、 

有利な原料調達環境、物流インフラ、熟練した運営人材、将来拡張用の土地と地下貯留容量を備え、 

収益性と拡張性が高いとした。また、"ATJ-60"は接続を予定していたSummit Carbon SolutionsのCCS 

パイプライン計画が州からの許認可取得で難航したことに加え、土地収用権を制限する法改正や土地 

所有者との対立などによりプロジェクトの先行きが不透明となっていたこと、Gevoが2026年に米国 

DOEへの14億6000万ドルの融資保証申請を取り下げており、DOEとの協議で融資保証要件が変更された 

ことも撤退判断の背景となった。 

 

(1)2026年8月6日、Gevo, Press release、第2四半期決算・同電話会議録音 

https://investors.gevo.com/news-releases/news-release-details/gevo-reports-second-quarter-

results-and-raises-financial 

https://investors.gevo.com/events/event-details/gevo-inc-q2-2026-earnings-conference-call 

(2)2026年8月13日、The Motley Fool, “Gevo (GEVO) Q2 2026 Earnings Call Transcript” 

https://www.fool.com/earnings/call-transcripts/2026/08/13/gevo-gevo-q2-2026-earnings-call-

transcript/ 

(3)2026年8月11日、Ethanol Producer Magazine 

https://ethanolproducer.com/articles/gevo-cancels-plans-for-south-dakota-saf-plant-focuses-on-

north-dakota-projects 

参考 2025年4月22日、South Dakota Searchlight、Summit社のCCSパイプラインルートが却下される 

https://southdakotasearchlight.com/2025/04/22/south-dakota-regulators-deny-carbon-pipeline-

permit-again-summit-carbon-solutions-vows-reapply/ 

参考 2025年3月27日、Carbon Herald、Summit社が係争中の訴訟の一時停止または棄却を裁判所に求め

る。 

https://carbonherald.com/summit-seeks-to-delay-lawsuits-amid-south-dakota-eminent-domain-

law/ 

参考 2025年3月12日、Pipeline Fighters Hub、Summit社が公益事業委員会にパイプライン申請の一時停

止を要請 

https://pipelinefighters.org/news/summit-carbon-solutions-asks-south-dakota-puc-to-suspend-

co2-pipeline-permit-application-after-state-law-bans-eminent-domain/ 

参考 2024年10月22日、JPEC デイリーニュース No. 1424 

DOE、SAFプロジェクト2件に総額約30億ドル相当の条件付き融資保証を提供＜エネルギー政策＞ 
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ACWA Powerほか、サウジのNEOMグリーン水素プロジェクトが建設最終段階、試運転開始＜水素関連

＞ 
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ACWA Powerとそのパートナー企業は、サウジアラビアにおける総工費85億ドルのNEOMグリーン 

水素プロジェクトの建設工事をほぼ完了した。同施設は2027年の商業運転開始に先立ち、現在試運転 

段階に入っている。同プロジェクトは、サウジアラビアの電力会社ACWA Power、米国のAir Products、 

サウジアラビアのNEOMが出資する合弁会社NEOM Green Hydrogen Company (NGHC)によって 

開発が進められた。本格稼働すれば、この工場は世界最大のグリーン水素生産施設となり、最大 

600トン/日の水素を生産する見込みである。 

 

(1)2026年8月17日、ME Construction News 

https://meconstructionnews.com/68760/acwa-power-completes-construction-on-a-green-

hydrogen-project-in-neom 

(2)2026年8月17日、Property News International 

https://www.propertynewsint.com/en-ae/news/acwa-power-completes-construction-of-8-5-

billion-neom-hydrogen-project 

参考 2026年3月26日、NEOM Green Hydrogen Company (NGHC), Press release、全拠点の建設は 

90%完成し、風力・太陽光発電所、送電網を含む再生可能エネルギー発電設備は約95%まで完成。 

https://nghc.com/news/worlds-largest-green-hydrogen-plant-achieves-90-overall-construction-

completion-across-all-sites/ 

参考 ACWA PowerによるNEOM Green Hydrogen Projectの概要 

https://acwapower.com/en/what-we-do/projects/neom-green-hydrogen-project/ 

 

 

4272 

韓国南東電力、韓国西部Saemangeum第3区域で韓国初の「太陽光－グリーン水素－水素発電」の開発へ

＜水素関連＞ 

 

韓国Saemangeum開発庁と韓国南東電力(KOEN)は、同国西部の全北特別自治道・扶安郡で計画される 

再生可能エネルギー・水素プロジェクトである「Saemangeumグリーンエネルギー複合団地」の開発に 

関する覚書 (MOU)を締結したと発表した。陸上太陽光発電(1,000MW)、グリーン水素製造設備 

(320MW)、水素発電(100MW)を一箇所に構築する計画である。太陽光で発電した電力を活用して 

グリーン水素を生産し、貯蔵された水素を水素タービンを介して再び電力に変換する先導的なエネルギー 

自立型モデルを目指す。 

 

(1)2026年8月14日、새만금개발청(Saemangeum開発庁), Press release 

https://www.saemangeum.go.kr/sda/brd/view.do?nttSn=11446&key=2009074409621&pageIndex=

1&sc=&sw= 

(2)2026年8月14日、Fuel Cells Works (FCW) 

https://fuelcellsworks.com/2026/08/14/clean-energy/south-korea-plans-320mw-green-hydrogen-

project-at-saemangeum 

(3)2026年8月14日、한국남동발전(KOEN), Press release 

https://www.koenergy.kr/kosep/fr/bo/board/main.do?menuCd=FN030905# 

注 本件のプレスリリースは、8月18日登録のNo. 1687 
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(4)2026年8月14日、연합뉴스(聯合ニュース) 

https://www.yna.co.kr/view/AKR20260814162700003 

(5)2026年8月17日、Energy Monitor 

https://www.energymonitor.ai/news/south-korea-mou-green-hydrogen/ 

 

 

4273 

P2X Solutions・avanca/Alternoil、合成メタンを道路輸送用燃料として供給する⾧期契約を締結＜合成

燃料＞ 

 

フィンランドのグリーン水素・合成燃料企業のP2X Solutionsと欧州最大級の再生可能ガス企業 

avanca Energy (子会社のavanca RenewablesおよびAlternoilを含む)は、合成メタンの供給に関する 

⾧期契約を締結した。P2X Solutionsが生産する合成メタンを2026年10月からavanca/Alternoilに 

供給し、第一段階では大型トラック向けのクリーン燃料として使用する。この契約により、 

Harjavaltaのメタネーション設備の現在の生産能力分について、今後10年間の販売先が確保された。 

 

(1)2026年8月18日、P2X Solutions, Press release 

https://p2x.fi/en/p2x-solutions-and-avanca-alternoil-sign-landmark-e-methane-offtake-

agreement-with-deliveries-starting-in-q4-2026/ 

(2)2026年8月18日、avanca Energy, Press release 

https://www.avanca.ag/n164-landmark-e-methane-offtake-agreement-with-deliveries-starting-in-

q4-2026-en 

(3)2026年8月18日、Alternoil, Press release 

https://www.alternoil.de/n689-wegweisender-abnahmevertrag-fuer-e-methan-mit-lieferbeginn-im-

4-quartal-2026-de 

https://www.alternoil.de/templates/images/news/689_1_pdf/Pressemitteilung_Alternoil_avanca_P

2X.pdf 

参考 2025年3月26日、P2X Solutions、Press release、フィンランド初のグリーン水素プラントを

Harjavaltaに開設 

https://p2x.fi/en/finlands-first-green-hydrogen-plant-was-inaugurated-in-harjavalta/ 

 

 

4274 

英国運輸省、ZEV義務制度の見直しに向け、意見募集を開始＜自動車関連＞ 

 

英国運輸省は、ゼロエミッション車 (ZEV)義務化とその有効性について意見募集を開始した。回答 

締め切りは10月23日である。意見募集文書は45問で構成され、政府は背景データや制度上の課題、 

政策オプションなどを提示している。2027年までに政府が実施する中間レビューの一環として、自動車 

および充電関連業界全体からの意見を取り入れ、産業界、企業、そしてドライバーに対する政策が目的に 

合致していることを確認するとしている。2030年までに内燃機関のみを動力源とする新車乗用車販売を 

段階的に終了し、2035年までに販売される新車の乗用車・バンを100％ZEVとする方針を維持しつつ、 
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制度の調整を検討する。ZEV販売目標の達成シナリオ、プラグインハイブリッド車(PHEV)の取り扱い、 

メーカー向け柔軟措置、排出削減効果などを論点としている。産業競争力と脱炭素化の両立を図るため、 

関係者から意見を募集し、今後の制度改正に反映する。 

 

(1)2026年8月14日、英国運輸省, Open consultation 

https://www.gov.uk/government/consultations/zero-emission-vehicle-mandate-review 

“Zero emission vehicle mandate review” (全93ページ) 

https://assets.publishing.service.gov.uk/media/6a7ed73292ec93e1e03299cc/dft-zero-emissions-

vehicle-zev-mandate-review-consultation.pdf 

参考 2025年4月7日、英国運輸省、意見募集結果・政府の共同回答 (2030年からの新車ガソリン車・ディ

ーゼル車の販売の段階的廃止・ZEVへの移行支援) 

https://www.gov.uk/government/consultations/phasing-out-sales-of-new-petrol-and-diesel-cars-

from-2030-and-supporting-the-zev-transition/outcome/phasing-out-sales-of-new-petrol-and-diesel-

cars-from-2030-and-supporting-the-zev-transition-summary-of-responses-and-joint-government-

response 

参考 2023年10月25日、英国運輸省、意見募集結果・政府の共同回答 (ゼロエミッション車 (ZEV)義務化) 

https://www.gov.uk/government/consultations/a-zero-emission-vehicle-zev-mandate-and-co2-

emissions-regulation-for-new-cars-and-vans-in-the-uk/outcome/zero-emission-vehicle-zev-

mandate-consultation-summary-of-responses-and-joint-government-response#contents 

 

 

＜最近のJPEC World Report＞ 

(1)賛助会員・購読者限定 

・World Report（欧州 2026年7月） 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_World_Report_EU_202607.pdf 

・World Report（米州 2026年7月） 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_World_Report_US_202607.pdf 

・World Report（中国 2026年7月） 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_World_Report_CH_202607.pdf 

 

＜最近のJPEC Journal＞ 

(1)一般公開 

・液体合成燃料一貫製造プロセスの製造効率改善への取組み 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_Journal_260702.pdf 

(2)賛助会員・購読者限定 

・中国エネルギー政策の15年間の変遷～第13次、第14次、第15次五か年計画の比較～ 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/08/JPEC_Journal_260801.pdf 

・タイにおける石油価格政策および需給動向 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_Journal_260703.pdf 

・東南アジアにおけるバイオ燃料政策動向 

https://www.pecj.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JPEC_Journal_260704.pdf 
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